
令和4年度 介護予防・自立支援ワーキング会議 

  メンバー 

   歯科医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、薬剤師、管理栄養士、 
   ケアマネジャー、地域包括支援センター、市社協  オブザーバー：医師                            



ワーキングの検討テーマ：「フレイル対策」 

フレイル状態の人の 
介護予防や自立支援について 

考える 

※フレイル高齢者とは 
  加齢により心身の機能が低下した虚弱高齢者のこと 
  ▶日常生活は自立しているが、買物や掃除などの生活動作や外出がしにくく   
   なっている状態。活動量や意欲の低下が見られることが多い。 
 
  フレイルの特性 

  ①中間の時期（健康と要介護の中間の時期） 
  ➁多面的（色々な要素による負の連鎖） 
  ③可逆性（様々な機能をまだ戻せる） 
   

ふつうの暮らし 
少し前の元の暮らし 

介護保険では 
「要支援者」 
事業対象者」だけど、 
地域の中には 
たくさんいる！ 
これから増える！ 



 ～昨年度の取組～ 問題の洗い出し 

 
・全国と比べて、要支援者の１年後の維持が少ない、悪化が多い 
 （１年後維持→ 周南市：４２．３％ 全国：６７．３％   1年後悪化→ 周南市：４７．２％ 全国：２６．９％） 

 
 
 
専門職自身がフレイルの人について、  
 ★「高齢なんだから元に戻るわけない」とあきらめている 
 
 ☆まず介護保険の申請を勧める、どこかにつないだら安心 
 
 ★医療と介護だけになりがち 
 
 ★地域の活動やサポート（インフォーマル）を知らない 
 
 ☆もともとの生活（暮らし）を意識していない 
 
 ★栄養・口腔面について関心が薄い、「食べていればよい」とどこかで思っている 
  
 
 
 

周南市のデータより 

専門職アンケート結果より 
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 ～昨年度の取組～ 課題抽出 



 ～今年度の取組～ 対応策の検討 

  

   
  誰に？（対象）    

     専門職 広く全体に向けて  
 
  何をする？ 何から？ 

     ①フレイル対策に関するスローガンを決める   
    ②スローガンを掲載したリーフレットを作成 

  
  

  

誰に？ 
(対象)   

何をする？ 
 (手法) 

決
定 

  
 何から？ 
（優先順位） 

課題に対して 

ワーキングで話し合い 



令和4年11月募集 

    応募総数：７８ 

ワーキングで審査 
 
最終候補 
 
 ・実はそれ、自立支援。 
 
 ・「できていること」 
  「してみたいこと」全力応援 
 
 ・自分らしい、を見つけるお手伝い 
 
 ・本人の「したいこと」「楽しいこと」 
  をサポートするために 
 

 ・ため息を笑顔に変えるお手伝い 
               （決定！） 
 



 ～今年度の取組～ 専門職向けフレイル対策リーフレットの作成 

表紙 

スローガン 

 

あるある事例 

 

専門職も勘違
いしている 

かも・・・ 

フレイル対策
につながる 

手立て 
裏表紙 



 ～今年度の取組～ 専門職向けフレイル対策リーフレットの作成 

 

５つの課題に
対して、ワー
キング委員が
コメント 

見開き 



 

「とりあえず、介護保険の申請をしておきましょう。」 
みなさんは相談を受けた時、こう勧めていませんか？ 
 
中には申請の必要がない場合や、本人にサービス利用の 
意思がない場合もあり、結果的に申請しただけになる人も 
少なくありません。また自分自身でラベリングすることに 
より、意欲や活動が低下してしまう人もいます。 
 
介護保険以外にも、市や民間のサービスを利用したり、 
地域の資源を活用したりするなど、実は身近なところに 
本人に合った居場所や支援があるかもしれません。 

周南市地域包括支援センター 

  保健師 桜井 孝子 

    

 ちょっと待って。その介護認定、必要ですか？ 
 

 ～今年度の取組～ 専門職向けフレイル対策リーフレットの作成 

委員メッセージの例 



木は根っこで立っています。 
根っこが弱ると、まっすぐ立てなくなります。 
人間も同様、「根っこ」があります。 
「家族の根」「友人の根」「地域の根」。 
高齢者は伴侶や兄弟（姉妹）、友人の死によって家族・友人の根
が弱り、退職、免許返納、骨折・虚弱などによって地域の根が弱
り、自立が難しくなっていきます（悠翔会佐々木淳医師の話）。 
 
「つっかえ棒」のようにサービスを提供するだけで安心していま
せんか？ 
「根っこ」が再生しないと誰かに立たされているだけですよね？
その人の「根っこ」を意識すると「その人らしさ」が見えてくるか
もしれません。 
 徳山医師会 

医師 小野 薫 

      

専門職だからこそ考えたい！『根っこ』の重要性 
 

 ～今年度の取組～ 専門職向けフレイル対策リーフレットの作成 



          来年度の取組（予定）  

▶年度当初 
 専門職リーフレット印刷、各組織や 
 職能団体へ順次配布いたします。 
 ぜひご活用ください。 
 
▶ワーキング会議 
 リーフレットを活用した取組（研修等） 
 を検討していきます。  


